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当協議会について

一般社団法人全国空き家アドバイザー協議会は2019年一般社団法人全国古民家再生協会の下部組織として空き家課題解

決に特化し組織を設立。都道府県単位で設立する全国古民家再生協会支部と自治体単位で設立する全国空き家アドバイザ

一協議会支部が地域で連携しあうことで空き家・古民家に関わる取り組みを推進している。
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一般社団法人全国空き家アドバイザー協議会

中村綱喜(新潟支部所属)

一般社団法人全国古民家再生協会

〒 1 0 0 - 0 0 1 1

東京都千代田区内幸町1丁目3-1幸ビルディング9階

社会問題となっている空き家課題を解決し地域を元気にする。

空家等管理活用支援法人指定 (福島県石川町/岐阜県大野町他)

全国 7 2支部 (設立準備中約 2 0箇所 )

人ごとではない空き雷問悶
小二輪でワークショップ
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空き家の現状

2023年度の調査データにて国内の空き家数は900万棟。人口ピラミッドを見ても今後ます

ます空き家の数は増えることは予測がつきます。
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事務局について

ている。

一般社団法人全国空き家アドバイザー協議会の事務局を務める一般社団法人全国古民家再生協会は2011年に発足後、

2015年に一般社団法人化をおこない、2018年には国土交通省より住宅リフォーム事業者団体として登録を受け活動をおこなっ
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一般社団法人住まい教育推進協会

〒 1 0 0 - 0 0 1 1

東京都千代田区内幸町1丁目3-1幸ビルディング9階

協会目的|社会問題となっている空き家課題を解決し地域を元気にする。

指 定|国土交通省住宅リフォーム事業者団体登録

そ の 他 l 全 国 7 0 支 部

循環型建築社会実現を
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全国に拡がる官民連携(一一:。祐婢一一 12県・市/空家:10市町村)

近畿エリア

番滋賀県長浜市 (地域再生推進法人)

幸滋賀県米原市 (連携協定/地域再生睦進法人/空
家等管理活用支援法人)

普滋賀県守山市 (空家等管理活用支援法人)

秦京都府亀岡市 (連携協定)

秦兵庫県猪名川町(連携協定)

幸奈良県宇陀市 (連携協定)

令
令
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」
幸島根県出雲市(連携協定)
幸岡山県井原市 (連携協定/空家等管理活用支援法人)

秦香川県九亀市(連携協定)

幸愛媛県松前町 (連携協定)

北信越・中部エリア
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新潟県 (地域再生推進法人)
富山県 (地域再生推進法人)
新潟県阿賀町(連携協定)

富山県射水市 (連携協定/空家等管理活用支援法人)
長野県安曇野市 (連携協定)
長野県諏訪市 (連携協定)
岐阜県養老町 (連携協定) 幸

岐阜県大野町 (連携協定/空家等管理活用支援法人)

静岡県静岡市 (地域再生推進法人)
静岡県伊東市 (連携協定)
愛知県新城市 (連携協定)

愛知県豊根村 (連携協定)
愛知県東栄町 (連携協定)
愛知県設楽町 (連携協定)

三重県 (地域再生推進法人)
Ξ簾県伊賀市 (空家等管理活用支援法人)
三重県いなぺ市 (連携協定)

三重県大台町(連携協定)
幸福岡県 (地域再生推進法人)
幸福岡県うきは市 (連携協定)

幸福岡県八女市(連携協定)
幸福岡県みやま市 (連携協定)

幸福岡県筑後市(連携協定)
幸福岡県嘉麻市(連携協定)
幸福岡県嘉麻市(連携協定)
番長崎県平戸市 (連携協定)
秦熊本県美里町 (連携協定)
普熊本県上天草市 (連携協定)
番大分県中津市(連携協定)
番大分県国東市 (連携協定)
秦宮崎県 (地域再生推進法人)
番宮崎県日向市 (連携協定/空家等管理活用支援法人)

幸宮崎県新富町(連携協定)
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番北海道石狩市 (地域再生推進法人)
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幸福島県 (地域再生推進法人)
秦宮城県 (地域再生推進法人)
令青森県田子町 (連携協定/空家等管理活用支援法人)
令岩手県遠野市 (連携協定)
幸宮城県大郷町 (連携協定)
令宮城県富谷市 (連携協定)

秦山形県米沢市 (連携協定)
令山形県鮭川村(連携協定)

令山形県尾花沢市 (連携協定)
幸福島県下郷町(連携協定)

幸福島県郡山市(連携協定)

幸福島県西会津町 (連携協定)
幸福島県石川町 (連携協定/空家等管理活用支援法人)
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千葉県酒々井町(連携協定)

千葉県南房総市 (連携協定)

神奈川県小田原市 (連携協定)

神奈川県逗子市
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茨城県 (地域再生推進法人)
東京都三鷹市 (連携協定)

東京都府中市 (連携協定)

茨城県古河市 (連携協定)
茨城県筑西市 (連携協定)

茨城県下妻市 (連携協定/空家等管理活用支援法人)

茨城県八千代市 (連携協定)
群馬件南牧村 (連携協定)
群馬件長野原町 (連携協定)
埼玉県横瀬町 (連携協定)
埼玉県東秩父村 (連携協定)



各地に支部が設立されることで可能となること

o空会に関わるワンストップ窓口が‾設腿される

->協議会の支部長は当該自治体に在住する方が着任し、会員の中心は当該自治体に在

住する方が活動に参加。

o空古騙壱生させない取り組みを常時実施
_>空き家の発生抑制には「住教育プログラム」が有効であり、自治会単位等でプログラムの開

催を実施することで住民の意識を変革。

o自治体と連携することで自治体の鑽務負担を軽減
_._>空家等管理si用支援法人制度を活用することで自治体負担1/2で民間への業務アウトソーg/

ングが*J能。自治体職員の業務過多を抑制するとともにワンストップで対応できることから住民サービ

スに貢献。

o合口で皿閲する利廼用手法を活用可能
ー〉空き家のみならず、遊休施設を含むさまざまな利活用を全国で実施していることから当該自治体

にあった利活用を実施することが同°能。



空き家にさせない発生抑制の事例
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GC2胃プログラムを活用した発生抑制

全国空き家アドバイザー協議会に所属する住教育インストラクタ

一ならびに会員により活動地域にて【住教育セミナー】と【住教育

カードゲーム】を実施。インプットだけでなくアウトプットをおこなうこと

により参加者の意識が変わる。

<効果>

空き家に対する知識

自分自身の終活

残す子どもたちに対する想い

地域の未来

自分の家の今後 (相続・活用)

今、考えないといけないこと

老若男女に多く集っていただき、コッコツと発生抑制を民間にて実施



協議会支部の会員構成
支部長

地域の事業者より選任

1支部あたり10名程度で組織

そ
の
他

空
き
家
に
関
わ
る
様
々
な
事
業
者

整
理
業

空
き
家
の
片
付
け
・
遺
品
整
理

解
体
業

環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
解
体
を
推
奨

士
業

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士

不
動
産

モ
建
協
会
・
全
日
不
動
産
協
会
所
属
企
業

建
築

建
築
士
会
・
建
築
事
務
所
協
会
所
属
企
業

活用

各支部に提供している既存のノウハウとネットワーク

活
用

各
種
補
助
金
・
交
付
金
・
フ
ァ
ン
ド
等
の
活
用

管
理

空
き
家
管
理
の
べ
Ⅲ
ヨ
o
「
|
を
活
用
し
た
管
理

予
防

住
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
発
生
抑
制

調
査

空
き
家
調
査
・
木
造
住
宅
簡
易
鑑
定
他



環境にやさしい循環型解体を
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再利用可能な資源は未来へ

残念ながらすべての空き家を活かし残していくことは困難です。残

念ながら解体となった場合も、さまざまな可能性が残っています。
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①古材を整備して再度販売

解体時に古材を採取し最寄の古材倉庫にて整備をおこない

再度利用いただくべく販売をおこなう。

②古材を活用した移築プロs;;ェクト (国内/国外)

空き家古民家を選定し解体工事を実施。採取された古材

は再度加工を施し、新築の物件に利用することで環境に配

慮した住宅建築が可能に。

また昨今は海外からの要望が多く、海外へも輸出している。



発生抑制から利活用へ
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証与型賃貸住宅
売却困難・条件不利な地域の

空き家をリノベーションをおこな

い住宅取得困難者向けの賃

貸住宅として提供。入居後10

年経過した際には土地・建物

を譲りうけることが可能。

0円古民家プロジェクト

無償で手放したいユーザーの空き家古民

家を引き取り、その物イ牛を活用し事業を新

規立ち上げを希望する事業者を公募。新

規事業の立ち上げが前提のため、中長期

的に在住する確率が高まる他、改修工事

費用の負担より覚悟を持った移住者となる。

古民謄宿
空き=を取得し自己資金や各

種補助金・交付金などを活用

し宿にする取り組み。地域に滞

在する人を受け入れることで地

域の価値が高まる。

空き家所有が実施するケースも

あり
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自治体逗携 空家等管理活用支援法人指定
全国空き家アドバイザー協議会支部と全国古 2 0 2 3年12月福島県石川町からの支援法人

民家再生協会との3者にて連携協定を締結し 指定を皮切りに全国空き家アドバイザー協議会

共に連携し課題を解決する取り組みを実施。 へ支援法人の指定が拡大中。

(全国67自治体と連携協定締結) (全国10自治体より支援法人指定)



会員相互の情報共有と新たな学びの時間
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全国会員大会
年に一度、全国の会員が一同

に介す全国会員大会。この大

会では各事例を学ぶとともに国

土交通省等の協力を得て国の

取組を紹介いただいています。

省庁レクの開催
各省庁にご協力を賜り、当協会会員

向けに国の施策等をレクチャーいただき、

今後のスケジュールや各種予算などもの

学びを得て各地域にて実践に繋げる取

り組みをおこなっています。

連携協定
空き家等に関わる民間企業や

団体との連携も推進。全国に

拡がるネットワーク力を活かし地

域課題を解決に向けだ取り組

みを加速しています。



各地での実績
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篇務委託
空家等管理活用支援法人を指定される自治

体をはじめ、その他の地域ても自治体より業務

委託を受け官民が連携した活動を展開中。

※写真は宮崎県より令和6年度受託

「移住者の受入環境づくりサポート事業」

交付金を活用したまちゴくり事鑽
空き家課題解決の取り組みから官民が連携し

国の補助金・交付金を活用したまちづくり事業

を実施。また自治体負担を軽減するだめに、内

閣府と連携をおこない企業版ふるさと納税マッチ

ング会も開催し資金を集める取り組みもおこな

います。



被災古民家活用推進タスクフォース

$な=の被災家屋を解体する前I; ..k
M=c=~して 民泊などに使い Eい

住みなおせるか 6・ T笑雹がいるか 5・・

lqED}翌酎濁_軋種戯!の痩鳳iu掌L糟体遺の劃悍_をすi二とがで春ます.
すで篇公費解体を申請 L た■物でも、二 [ 1 轡錆箋

こ の 撰 董 を し た 上 で ・ 解 体 申 請 を 取 り 下 げ る か ・ そ の ま ま 簾 棘 す 碁 か 奮 運 べ ま す ・

『解体の簾保』について、お気鯖に市町の公費解体簾口にお篝壼一酋ください・

-4. -.

Fir .=

〈相談・篇蓋の琉れ〉

ワンストップで苅論します;;;_]所有者と
冨口に相談 方針2検討1

儒ーデ雪 I E b  o て お り・ mzm事業酋Cr/= 1*.一お涙mづ曽碁
ごとがあり意膚

自分が悲糟

して便う

・nu去する

i m i i s d ~ i a i z  * -  f ]  t j  1  8 1 0 5 , 1 7 9〕

町面 (金沢 )金沢市南鯖漢町へ 3 2 - 1  (童簾市民軍篝五囁会西川簾一真郡内 )

( 七 尾 ) 七尾市三島町 7 0 番 地の 1  ( 七 尾雨工会講哨 2 簾寧鯖雙》

電話 ( 金 沢 ) 酋 0 7 6 _ 2 3 4 - 3 0 6 1 UNE

C t @ ) a 0 8 0 - 8 9 9 5 - 0 3 4 2

メール kominka.ishikawa@gmail.com
でも

※輪島市役所、門前総合支所、珠洲市産業センター、能登町役場、

志賀町役場、富来活性化センター、石川県買朧登総合事務所でち

出張相談を実施しております.詳細はこちらをご覧ください.

(httm!lis inka-l hikaw . inf hisaikominka- i n

能登半島地震から1年石川県が事務局となって立ち
上げ、2 0 2 4年 1 2月、被災物件所有者からの
相談窓口を開設するとともにLINEアカウント等からの
相談受付を開始しました。

今年5月までに30 0件以上の相談を受け家屋
調査を行いました。
相談者は一度は公費解体を申請したものの、やはり
我が家を解体するのは忍びないと再調査を依頼。

調査物件のうち約80%が再生可能と診断されま
した。

公費解体には申請期限があったためとりあえず申し
込んだが本音では修繕してこの地域に住み続けたい
と考える方に対して石川県は検討に猶予期間を設け、
申しであれば解体留保も可能となりました。『

青

石川県に限らず、地域再生の観点からも残し活かせ
るものは利活用していくことを目指しています。

このような活動にぜひご支援、ご協力お願い申し上げ
ます。



参考資料 (能登復興事業)
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